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小樽の繁華街からもほど近い高島漁港。夏から秋にかけては、斜路に
係留している磯船を使ったうに漁やなまこ漁などが盛んに行われます
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大漁祈願！
浜のほっとニュース12

1 ｜

北海道を代表する食のプロ
フェッショナルに、本道沿岸
で獲れる魚をテーマとした
コラムをご寄稿頂きます。

北
海
道
で
も
猛
暑
日
が
観
測
さ
れ

る
ほ
ど
、
近
年
の
気
象
状
況
は
変
化

し
て
き
て
い
ま
す
。
北
海
道
の
夏
は

涼
し
く
て
過
ご
し
や
す
い
。
こ
ん
な

こ
と
が
言
え
た
の
は
も
う
数
年
前
の

こ
と
。

暑
い
夏
は
子
供
の
こ
ろ
、
名
古
屋

の
祖
父
母
の
家
で
過
ご
し
た
楽
し
い

思
い
出
が
あ
り
、
好
き
で
す
。
暑
い
、

暑
い
と
言
い
な
が
ら
エ
ア
コ
ン
も
な

い
家
の
中
で
熱
々
の
タ
コ
焼
き
を
祖

父
が
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
や
か
ん

で
煮
出
し
た
麦
茶
を
飲
み
な
が
ら
い

た
だ
く
タ
コ
焼
き
は
最
高
で
し
た
が
、

今
思
え
ば
、
大
人
の
飲
ん
で
い
た
麦

汁
（
？
）
の
方
が
数
倍
美
味
し
そ
う

で
し
た
。

思
い
出
の
夏
の
一
コ
マ
で
す
。

国
に
よ
っ
て
は
デ
ビ
ル
・
フ
ィ
ッ

シ
ュ
と
し
て
嫌
わ
れ
て
い
る
タ
コ
も
、

私
た
ち
に
と
っ
て
は
昔
か
ら
愛
さ

れ
、
食
材
と
し
て
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な

物
の
一
つ
で
す
ね
。
夏
至
を
過
ぎ
て

11
日
目
の
半
夏
生
と
呼
ば
れ
る
初
夏

の
頃
に
に
タ
コ
を
食
べ
る
風
習
が
あ

り
ま
す
。「
秋
ナ
ス
は
嫁
に
食
わ
す
な
」

と
い
う
こ
と
わ
ざ
で
お
い
し
い
ナ
ス

の
旬
を
表
し
た
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
と
同
様
に
「
土
用
の
タ
コ
は
親

に
も
食
わ
す
な
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ

が
あ
る
そ
う
で
す
。
嫁
だ
け
で
な
く
、

親
に
も
食
べ
さ
せ
た
く
な
い
く
ら
い

お
い
し
い
夏
の
タ
コ
。

タ
コ
焼
き
は
も
ち
ろ
ん
、
お
刺

身
、
酢
味
噌
和
え
、
タ
コ
飯
、
タ
コ
天
、

ト
マ
ト
煮
、お
で
ん
…
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
は
数
知
れ
ず
。

子
供
た
ち
が
独
立
し
て
か
ら
、
タ

コ
焼
き
を
家
で
作
る
こ
と
が
な
く
な

り
、
処
分
し
て
し
ま
っ
た
タ
コ
焼
き

器
。
今
年
は
ち
ょ
っ
と
欲
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。

タ
コ
焼
き
も
楽
し
い
で
す
が
、す
っ

か
り
大
人
に
な
っ
た
子
供
た
ち
を
呼

ん
で
、
タ
コ
の
ア
ヒ
ー
ジ
ョ
パ
ー

テ
ィ
ー
を
し
た
い
！
オ
リ
ー
ブ
オ
イ

ル
、
す
り
お
ろ
し
に
ん
に
く
、
塩
、

こ
し
ょ
う
を
合
わ
せ
て
タ
コ
焼
き
器

の
６
分
目
く
ら
い
ま
で
注
ぎ
、
ふ
つ

ふ
つ
し
て
き
た
ら
一
口
大
に
切
っ
た

タ
コ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ゆ
で
た
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
の
穴
に
入

れ
、
時
々
返
し
な
が
ら
温
め
、
バ
ゲ
ッ

ト
に
の
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
簡
単

で
、
パ
ー
テ
ィ
ー
感
も
あ
り
、
盛
り

上
が
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。

今
年
の
夏
休
み
の
イ
ベ
ン
ト
は
こ

れ
で
決
ま
り
で
し
ょ
う
か
！
暑
い
夏

は
タ
ウ
リ
ン
、
亜
鉛
を
た
っ
ぷ
り
含

ん
だ
タ
コ
で
夏
バ
テ
知
ら
ず
で
乗
り

切
れ
そ
う
で
す
。ど
う
ぞ
お
試
し
あ
れ
。

おさ
かなコ

ラム

坂
下
美
樹

管
理
栄
養
士
／
調
理
師
／
製
菓
衛
生
師

現
在
、北
海
道
新
聞
く
ら
し
面「
今
日
の

１
品
」執
筆
中
。「
道
新
文
化
教
室
」開

催
。Ｈ
Ｔ
Ｂ
イ
チ
オ
シ
出
演
中
、ホ
ク
レ

ンG
REEN

等
の
料
理
制
作
な
ど
。料

理
教
室
は
コ
ロ
ナ
対
策
の
う
え
好
評
開

催
中
。

ぎ
ょ
れ
ん
と
共
に
レ
シ
ピ
の
制
作
多
数
。 

た　こ



 

全
道
の
生
産
見
込
み
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
の
全
道
生
産
量
は

　
　
　
　
　

１
１
，
４
３
１
ト
ン
の
見
込
み

令
和
６
年
度
は
、
統
計
開
始
以
来
、
初
め
て
１
万
ト

ン
を
割
り
込
み
、
８
，
２
１
３
ト
ン
と
過
去
最
低
の
生

産
量
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
６
月
末
段
階
で
１
１
，
４
３
１
ト
ン
と

昨
年
を
４
割
ほ
ど
上
回
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
区
別
に
見
ま
す
と
、
函
館
管
内
は
天
然
昆
布
が
引

き
続
き
低
水
準
で
あ
る
も
の
の
、
養
殖
昆
布
が
順
調

に
生
育
し
て
お
り
、
合
わ
せ
て
前
年
比
約
１
割
増
３
，

６
８
６
ト
ン
の
見
込
み
で
す
。

日
高
管
内
は
、
漁
場
に
よ
っ
て
繁
茂
状
況
に
差
が
あ

る
も
の
の
、
全
体
で
は
回
復
傾
向
に
あ
り
、
前
年
比
約

２
割
強
の
増
加
と
な
る
２
，
２
５
０
ト
ン
の
見
込
み
で

す
。釧

路
管
内
は
、
昨
年
、
高
水
温
、
冬
場
の
流
氷
被
害

等
に
よ
り
大
減
産
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
日
高
管

内
同
様
、
漁
場
に
よ
る
差
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
で

は
回
復
傾
向
に
あ
り
、
前
年
比
約
８
割
増
と
な
る
２
，

６
１
８
ト
ン
の
見
込
み
で
す
。

根
室
管
内
も
羅
臼
含
め
繁
茂
の
回
復
が
見
ら
れ
、
全

体
で
は
前
年
の
２
倍
と
な
る
２
，
０
０
０
ト
ン
の
見
込

み
で
す
。　

北
見
管
内
も
、
繁
茂
状
態
は
良
く
令
和
５
年
度
並
み

と
な
る
１
３
１
ト
ン
を
見
込
み
ま
す
。

稚
内
管
内
は
、
天
然
昆
布
の
繁
茂
状
態
が
良
く
、
養

殖
昆
布
を
合
わ
せ
、
前
年
比
約
５
割
増
の
７
４
０
ト
ン

の
見
込
み
で
す
。

水
揚
げ
し
た
生
昆
布
を
素

早
く
刻
み
、
冷
凍
す
る
こ
と

で
新
鮮
な
風
味
、
食
感
が
味

わ
え
る
佃
煮
製
品
を
製
造
、

量
販
店
等
で
販
売
さ
れ
、
好

評
を
得
て
い
ま
す
。
今
春
よ

り
新
た
な
風
味
も
加
わ
り
、
弾
力
の
あ
る
新
し
い
食
感
を

是
非
と
も
皆
様
に
ご
賞
味
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

異
物
混
入
防
止
対
策
の
継
続

過
年
度
よ
り
、
流
通
対
策
の
一
環
と
し
て
異
物
混
入
防

止
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

共
販
部
で
は
、
各
地
区
に
お
い
て
定
期
的
に
異
物
混
入

防
止
に
関
す
る
説
明
を
行
い
、
生
産
者
の
方
々
の
異
物
に

対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
た
こ
と
で
、
異
物
混
入
は
縮
小
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
で
も
様
々
な
異
物
が
混

入
す
る
ク
レ
ー
ム
は
発
生
し
て
い
ま
す
。

異
物
混
入
は
重
大
な
事
故
や
信
用
問
題
に
繋
が
り
ま

す
。
昆
布
を
安
心
安
全
に
食
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
皆

様
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
異
物
混
入
を
無
く
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
作
業
時
の
熱
中
症
対
策
と
し
て
ア
イ
ス
ネ
ッ

ク
リ
ン
グ
を
作
成
し
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

今
年
も
使
用
し
や
す
い
よ
う
に
サ
イ
ズ
を
一
回
り
大
き

く
し
、
啓
蒙
表
示
を
変
更
し

た
ア
イ
ス
ネ
ッ
ク
リ
ン
グ
を

作
成
し
て
い
ま
す
。　
　
　

 　
　

引
き
続
き
、
異
物
混
入
防

止
に
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

  

共
販
部  

島
田
部
長
に

　
　
　
　
　
　
　
話
を
聞
き
ま
し
た

 

生
産
・
流
通
に
関
わ
る
取
り
組
み

生
産
対
策
①

 

「
昆
布
ジ
ー
ン（
種
）

　
　
　
　
　

バ
ン
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
実
施

一
昨
年
よ
り
、
北
海
道
大
学
、
北
海
道
昆
布
漁
業
振
興

協
会
と
連
携
し
、
変
化
す
る
環
境
に
適
応
し
た
昆
布
種
の

開
発
及
び
研
究
を
目
指
し
、
昆
布
種
の
保
存
を
開
始
し
て

い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
生
産
者
・
漁
協
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
全
道
７
漁
協
12
地
区
に
て
５
銘
柄
を
採
取
し
、
保
存

い
た
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
、
未
採
取
銘
柄
、
未
採
取
地
区
を
中
心
に
昆

布
種
の
採
取
を
取
り
進
め
、
ま
た
、
保
存
種
の
活
用
に
つ

い
て
も
関
係
者
と
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

生
産
対
策
②

「
生
昆
布
製
品
事
業
」
実
施
の
継
続

令
和
３
年
度
よ
り
、
厚
岸
、
散
布
、
浜
中
の
３
地
区
に

お
い
て
、生
産
者
の
昆
布
作
業
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

生
昆
布
製
品
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

消
流
に
お
い
て
は
、
外
食
筋
を
中
心
と
し
た
だ
し
向
け

昆
布
や
加
工
向
け
昆
布
の
引
き
合
い
は
依
然
強
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

但
し
、
生
産
量
の
低
下
に
よ
り
、
原
料
不
足
は
否
め
ず
、

一
部
製
品
に
お
い
て
は
欠
品
や
休
売
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

な
ど
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
縮
小
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

昆
布
漁
業
は
地
域
の
重
要
な
基
幹
産
業
で
す
。

生
産
や
消
費
環
境
が
大
き
く
変
わ
る
な
か
、
生
産
者
の

方
々
が
安
心
し
て
生
産
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
漁
業
の

持
続
化
及
び
流
通
の
安
定
を
目
指
し
、
各
種
対
策
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

特集 北海道の昆布 2025

　昨年の昆布生産量は過去最低の生産量を更新しました。減産要因は天候不順、高水温化など自然環境
に起因するものが多いとは言え、昆布の増産と安定した生産、そして流通の整備が課題となっています。
　今月の特集では、全道の昆布生産見込みと、北海道昆布漁業振興協会とぎょれんが連携して取り組む
増産対策や異物混入撲滅に向けた取り組みと食育・宣伝事業の内容についてご紹介します。

共販部  島田部長

道産昆布生産見込み
単位：トン、（　）内は養殖であり内数。

　　年度
地区

Ｒ5年度
実績

Ｒ6年度
実績

Ｒ7年度
見込み

前年
対比

小　樽 0 0 1 ー
桧　山 1 1 1 152.7%
函　館 3,897（3,572） 3,394（3,232） 3,686（3,456） 108.6%
室　蘭 0 0 1 ー
日　高 2,438 1,815 2,250 124.0%
釧　路 2,609 （4） 1,493 （2） 2,618 175.4%
根　室 2,505 （53） 1,000 （23） 2,000 （60） 200.1%
北　見 118 5 131 2430.4%
稚　内 674 （109） 505 （165） 740 （220） 146.4%
留　萌 3 0 3 ー

道内合計 12,245（3,738） 8,213（3,422） 11,431（3,736） 139.2%

道産昆布の生産量推移単位：トン

H1 H5 H10 H15 H20 H30 R1 R2 R5 R6R4R3 年度
0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000 33,505

19,766
20,853

15,161
12,921

12,87312,816

10,970
12,245

8,213

29,875

20,181

3 ｜ ｜ 2

昆布の生産・消費量の回復に向け、
増産対策と消費の拡大に一層取り組みます

昆布種の採取、保存
（北海道大学  四ツ倉教授研究室）

生昆布の佃煮製品アイスネックリング



地
下
鉄
さ
っ
ぽ
ろ
駅
・
新
千
歳
空
港
で
の

動
画
広
告
の
実
施

地
下
鉄
南
北
線
さ
っ
ぽ
ろ
駅
、
新
千
歳
空
港
の
国
内
線

タ
ー
ミ
ナ
ル
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
、
観
光
客
の
利
用

が
多
い
場
所
で
動
画
広
告
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
道
産
昆

布
の
認
知
機
会
を
創
出
し
、
消
費
訴
求
・
Ｐ
Ｒ
を
図
り
ま

す
。

 

機
能
成
分
研
究

大
妻
女
子
大
学
と
の
共
同
研
究

過
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
た
２
回
目
の
ヒ
ト
試
験
に
お

い
て
、

・
体
脂
肪
量
、
体
脂
肪
率
を
低
下
さ
せ
る
効
果

・
収
縮
時
血
圧
を
低
下
さ
せ
る
効
果

・
腸
内
細
菌
叢
を
改
善
す
る
効
果

が
明
ら
か
に
な
り
、
研
究
成
果
が
５
月
に
論
文
投
稿
さ
れ

ま
し
た
。

新千歳空港の国内線ターミナルターンテーブルの
動画広告

当
初
よ
り
４
年
が
経
過
し
、
経
年
に
よ
る
汚
れ
な
ど
の

対
応
と
し
て
、
今
年
度
は
デ
ザ
イ
ン
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。
新
た
な
デ
ザ
イ
ン
を
施
す
こ
と
で

昆
布
の
消
費
拡
大
と
認
知
を
図
り
ま
す
。

台
湾
で
の
昆
布
を
使
用
し
た
料
理
教
室
の
実
施

台
湾
国
内
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
で
昆
布
を

含
む
道
産
水
産
物
を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
レ
ッ
ス
ン
を

実
施
し
ま
す
。
参
加
者
へ
は
中
国
語
の
昆
布
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
し
、
道
産
昆
布
が
多
く
輸
出
さ
れ
て
い
る
台
湾

国
内
で
、
魅
力
発
信
を
行
う
と
と
も
に
実
食
機
会
を
創
出

し
、
現
地
で
の
消
費
訴
求
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

北
海
道
の
翼
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｏ
と
の
コ
ラ
ボ
Ｐ
Ｒ

過
年
度
よ
り
継
続
実
施
し
て
い
る
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｏ
機
内

で
、
道
産
昆
布
の
Ｐ
Ｒ
を
本
年
度
も
実
施
し
ま
す
。

北
海
道
の
翼
で
あ
る
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｏ
に
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

紙
コ
ッ
プ
で
昆
布
ス
ー
プ
を
提
供
・
販
売
す
る
こ
と
で
、

「
北
海
道
＝
昆
布
」
の
印
象
付
け
を
し
、
実
際
に
機
内
で

味
わ
う
こ
と
で
、
昆
布
の
旨
味
・
だ
し
の
魅
力
を
訴
求
し

て
い
き
ま
す
。

オリジナル紙コップと機内販売してい
るこんぶのスープ

 

食
育
活
動

昆
布
の
食
育
活
動
は
、
協
議
会
発
足
当
時
よ
り
さ
ま
ざ

ま
な
世
代
に
対
し
、
継
続
的
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

子
供
の
味
覚
を
育
て
る
に
あ
た
り
、
豊
富
に
旨
み
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
昆
布
・
出
汁
が
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
お
り
、
今
後
、
昆
布
の
消
費
を
未
来
へ
繋
げ
る
た
め
に

も
、
食
育
は
継
続
し
た
取
り
組
み
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

今
年
度
も
、
幼
児
か
ら
小
・
中
・
高
・
大
・
一
般
消
費

者
ま
で
、
幅
広
い
世
代
に
日
本
の
「
食
」
に
お
け
る
昆
布

の
重
要
性
を
感
じ
て
も
ら
う
べ
く
、
世
代
に
合
っ
た
食
育

活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

加
え
て
、
過
年
度
よ
り
小
学
生
向
け
に
実
施
し
て
い
る

昆
布
食
育
キ
ッ
ト
を
、
中
学
生
向
け
に
改
良
し
、
対
象
を

中
学
生
に
広
げ
る
こ
と
で
よ
り
昆
布
に
つ
い
て
知
っ
て
も

ら
う
機
会
を
増
や
し
ま
す
。

 幼稚園での食育講座の様子

日
本
食
を
支
え
て
き
た

北
海
道
産
昆
布
の
魅
力
を

幅
広
い
世
代
に
伝
え
て
い
き
ま
す

北
海
道
昆
布
漁
業
振
興
協
会
で
は
、
道
産
昆
布
の
認
知

定
着
・
消
費
拡
大
に
向
け
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
わ
せ
て
様
々

な
媒
体
を
活
用
し
た
施
策
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
度

も
消
費
者
需
要
に
マ
ッ
チ
し
た
媒
体
・
Ｐ
Ｒ
方
法
で
、「
宣

伝
普
及
啓
発
活
動
・
機
能
成
分
研
究
・
食
育
活
動
」
を
実

施
し
、
北
海
道
産
昆
布
の
認
知
拡
大
、
消
費
喚
起
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

 

宣
伝
普
及
啓
発
活
動

京
都
で
の
バ
ス
広
告
を
活
用
し
た
宣
伝

令
和
４
年
よ
り
、
昆
布
の
一
大
消
費
地
で
あ
る
京
都
市

内
に
て
、
昆
布
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
施
し
た
バ
ス
の
運
行
を

行
っ
て
い
ま
す
。
車
体
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
の
他
に
、
車
内
の

座
席
シ
ー
ト
の
裏
や
、
座
席
上
部
の
ス
ペ
ー
ス
に
昆
布
広

告
を
展
開
し
、
バ
ス
全
体
を
活
用
し
、
北
海
道
産
昆
布
の

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
脱
ヨ
ウ
素
昆
布
を
用
い
た

マ
ウ
ス
実
験
で
は
、
サ
プ
リ
で
ア
ル
ギ
ン
酸
を
摂
取
し
て

も
免
疫
効
果
は
得
ら
れ
な
い
が
、
昆
布
か
ら
ア
ル
ギ
ン
酸

を
摂
取
す
る
と
効
果
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
プ
ロ
テ
イ
ン

な
ど
の
た
ん
ぱ
く
質
は
腸
で
毒
素
を
発
生
さ
せ
る
が
、
昆

布
と
一
緒
に
摂
取
す
る
こ
と
で
、
毒
素
の
発
生
が
抑
え
ら

れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
研
究
結
果
の
デ
ー
タ
を
揃
え
、
学
会
で
の
発

表
や
論
文
投
稿
を
実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
マ
ス
コ
ミ
や

栄
養
士
等
の
関
係
者
へ
周
知
を
図
り
、
昆
布
の
消
費
喚
起

へ
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

成
長
科
学
協
会
と
の
ヨ
ウ
素
の
影
響
調
査

こ
れ
ま
で
、
ヨ
ウ
素
摂
取
量
の
上
限
撤
廃
を
目
標
に
研

究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
度
２
０
２
５
年
度
の
食
事
摂
取
基
準
で
、
一
部
世

代
、
特
に
年
少
者
の
ヨ
ウ
素
耐
容
上
限
量
が
大
幅
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
文
中
で
も
「
耐
容
上
限
量
を

超
え
る
高
ヨ
ウ
素
摂
取
は
、
連
日
で
な
い
限
り
問
題
は
な

い
」
と
い
う
旨
の
文
言
が
追
加
さ
れ
、
一
定
の
成
果
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日
本
人
の
ヨ
ウ
素
の
摂
取
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
昆
布
な
ど
の
海
藻
類
や
海
藻
出
汁
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
昆
布
の
消
費
量
低
下
に
よ
り
、
ヨ
ウ
素
欠
乏
症
を
発

症
す
る
可
能
性
が
高
ま
る
と
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
ヨ
ウ
素

の
摂
取
、
昆
布
の
消
費
を
促
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

今
年
度
も
昆
布
（
ヨ
ウ
素
）
の
安
全
性
と
必
要
性
の
科

学
的
根
拠
を
示
す
こ
と
を
目
的
に
、
昆
布
そ
の
も
の
に
含

ま
れ
る
ヨ
ウ
素
に
焦
点
を
当
て
、
安
全
性
・
必
要
性
を
検

証
す
る
研
究
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

特集 北海道の昆布 2025

販売企画部  平野参事

宣伝事業を担当する
販売企画部 平野参事に
話を聞きました。

立教女学院での昆布の授業の様子

ま
た
、
北
海
道
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
と
共
同
で
開
催
す

る
食
育
講
座
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、
北

海
道
の
昆
布
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
こ
ん
ぶ
ら
こ
」
の
、
着

ぐ
る
み
を
活
用
し
、
よ
り
昆
布
へ
の
親
し
み
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
も
参
加
し
て
い
き
ま
す
。

X・Instagramでも取り組みの情報を発信しています

※フォロー・応援お願いします！
5 ｜ ｜ 4
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第36回 漁師さんの出前授業

３
時
間
目  

漁
師
さ
ん
の
仕
事
と
漁
師
さ
ん
の
生
活

今
回
講
師
を
務
め
た
の
は
道
漁
青
連
・
桧
山
地
区
会
長

の
工
藤
さ
ん
と
胆
振
地
区
会
長
の
本
間
さ
ん
の
二
名
。
そ

れ
ぞ
れ
簡
単
な
自
己
紹
介
を
終
え
る
と
、
お
二
人
は
ご
自

身
の
着
業
す
る
漁
業
や
そ
の
漁
法
に
つ
い
て
小
学
生
に
も

分
か
る
よ
う
に
持
参
し
た
実
際
の
漁
具
や
動
画
も
見
せ
な

が
ら
丁
寧
に
説
明
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
本
間
さ
ん
は
つ
ぶ
に
つ
い
て
、
お
お
よ
そ
の
価

格
や
主
に
ど
の
よ
う
に
食
べ
ら
れ
て
い
る
か
を
紹
介
し
た

う
え
で
、「
つ
ぶ
籠
」
を
見
せ
な
が
ら
仕
組
み
や
使
い
方

を
紹
介
す
る
と
、
つ
ぶ
籠
漁
と
助
宗
だ
ら
漁
の
動
画
を
放

映
し
、
沖
に
出
た
際
の
船
上
で
の
作
業
の
様
子
は
も
ち
ろ

ん
、
1
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
漁
師
の
生
活
の
様
子
に

つ
い
て
も
伝
え
ま
し
た
。

一
方
、
工
藤
さ
ん
は
、
初
め
に
海
底
に
潜
む
ひ
ら
め
、

か
れ
い
、
あ
ん
こ
う
や
、
あ
わ
び
、
な
ま
こ
の
生
息
状
況

に
つ
い
て
、
自
身
で
潜
水
し
て
撮
影
し
た
動
画
を
流
し
つ

つ
、
あ
わ
び
や
う
に
を
船
上
か
ら
獲
る
た
め
の
カ
ギ
爪
状

の
漁
具
や
、
ひ
ら
め
の
ヘ
ラ
引
き
漁
で
使
う
「
ヘ
ラ
」、

た
こ
を
樽
流
し
漁
で
獲
る
際
の
仕
掛
け
（
い
さ
り
）
に
つ

い
て
解
説
。
生
徒
た
ち
か
ら
「
海
の
生
き
物
の
動
画
を
も

う
１
回
見
た
い
！
」
と
要
望
さ
れ
、
も
う
一
度
流
す
シ
ー

ン
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

４
時
間
目  

北
海
道
の
漁
業
と
漁
師
さ
ん
の
ス
ゴ
技

休
み
時
間
を
挟
ん
だ
後
半
で
は
、
ぎ
ょ
れ
ん
の
鶴
巻
職

員
が
北
海
道
の
海
で
獲
れ
る
主
な
魚
の
種
類
や
、
北
海
道

の
漁
業
生
産
量
が
日
本
全
体
の
４
分
の
１
以
上
を
占
め
る

水
産
王
国
で
あ
る
一
方
で
、
近
年
は
地
球
環
境
の
変
化
や

様
々
な
要
因
に
よ
り
水
産
資
源
の
減
少
が
続
い
て
い
る
こ

と
。
そ
し
て
、
そ
の
対
策
と
し
て
、
禁
漁
の
期
間
や
場
所

を
設
け
た
り
、
小
型
魚
を
捕
ま
え
な
い
よ
う
網
の
目
合
い

を
大
き
く
し
て
い
る
こ
と
、
植
樹
や
清
掃
活
動
の
意
義
な

ど
、
本
道
漁
業
の
特
徴
や
現
状
、
諸
問
題
に
対
し
て
実
施

し
て
い
る
対
策
な
ど
を
説
明
。
そ
の
う
え
で
、
日
本
や
北

海
道
の
漁
業
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
お
い
し
い
魚
を

食
べ
て
欲
し
い
と
伝
え
ま
し
た
。

続
い
て
教
室
を
前
方
と
後
方
の
２
グ
ル
ー
プ
に
分
け

て
、
本
間
さ
ん
と
工
藤
さ
ん
で
様
々
な
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
を

駆
使
し
た
プ
ロ
の
技
を
披
露
。
生
徒
た
ち
が
力
い
っ
ぱ
い

綱
引
き
し
て
も
全
く
緩
ま
な
い
ロ
ー
プ
の
結
い
方
や
、
つ

る
つ
る
の
球
体
で
も
ロ
ー
プ
で
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き

た
り
と
、
普
段
の
生
活
で
目
に
す
る
こ
と
の
無
い
「
漁
師

さ
ん
の
ス
ゴ
技
」
に
驚
き
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
最
後
に

行
っ
た
３
択
の
ク

イ
ズ
大
会
で
は
、

正
解
が
発
表
さ
れ

る
度
に
一
喜
一

憂
。
参
加
し
た
生

徒
た
ち
は
２
時
間

の
出
前
授
業
を
通

じ
て
、
漁
師
さ
ん

の
仕
事
や
北
海
道

の
漁
業
に
強
い
関

心
を
持
っ
て
く
れ

た
よ
う
で
し
た
。

漁業に接する機会の少ない
札幌の子どもたちに魅力を発信！

北
海
道
漁
協
青
年
部
連
絡
協
議
会（
道
漁
青
連
）と
ぎ
ょ
れ
ん
の
共
催
で
年
2
回
開
催
し
て
い
る「
漁
師
さ
ん
の
出

前
授
業
」。こ
の
取
組
は
、周
囲
が
海
に
接
し
て
お
ら
ず
、日
常
生
活
で
は
漁
業
に
触
れ
る
機
会
の
少
な
い
札
幌
の
子
ど

も
た
ち
に
、道
産
水
産
物
の
魅
力
や
漁
師
と
い
う
職
業
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、将
来
的
な
需
要
の
拡
大
や
漁
業
後

継
者
の
育
成
を
図
ろ
う
と
平
成
17
年
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。今
月
号
で
は
、6
月
18
日（
水
）、札
幌
市
立
札
幌
小
学

校
の
5
年
生
45
名
を
対
象
に
3
時
間
目・4
時
間
目
で
開
催
さ
れ
た
出
前
授
業
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

今回の先生（漁師さん）をご紹介

道漁青連 桧山地区会長
（ひやま漁協）

工藤　優介さん

道漁青連 胆振地区会長
（いぶり中央漁協）

本間　庸
のぶ

高
たか

さん

[プロフィール]
1988年乙部町出身。地元の高校卒業後、父親の船に乗
り始める
令和6年8月、乙部町元町に「津花食堂」をオープン
☆好きな魚料理　生がき、鮭のちゃんちゃん焼き
☆特技　バイク、将棋、カメラ撮影

[プロフィール]
1985年白老町虎杖浜出身。地元の高校卒業後、家業の
漁業に従事
☆好きな魚料理　さめがれいの煮付け
☆特技　素潜り

つぶ籠がどういう仕組みになっているか説明する本
間さん（右）とぎょれん指導教育部の工藤職員（左）

様々な「編み方」でほどけないロープワークを紹介
する本間さん

「ぼんでん」について説明するぎょれん指導教育
部の鶴巻職員最後はクイズで教室中が大盛りあがりでした 生徒たちからの質問に丁寧に答える講師のお二人

工藤さんはあわびやうに獲りに実際に自分が使っ
ている漁具を持参。使用している様子を動画で紹
介しました工藤さんはバスケットボールをガラス玉の「浮き」

に見立てたロープワークを披露
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第63回北海道漁協組合長会議に係る決議実行要請令和7年度「全道なみまるクリーンアップ作戦」

昨年度のほたて貝採苗不振を受け、今後の備えとしての対策を!

　在札系統団体長、地区漁協組合長会会長等で構成する要請
団は、6月12日（木）に開催された第63回北海道漁協組合長会
議で採択された「将来に繋ぐ北海道漁協の確立2.0」を大きな
テーマとした第1号「海洋環境に対応した資源対策」、第2号
「漁業経営基盤強化に向けた対策」、第3号「漁場環境保全に向
けた対策」、第4号「アルプス処理水の対策」の4決議項目の施
策実現へ向け、6月13日（金）に鈴木北海道知事のほか、水産林
務部長、北海道議会議長・水産林務委員長等へ。16日（月）・
17日（火）にかけて国（滝波宏文農林水産副大臣、大串正樹経済
産業副大臣、森健水産庁長官／当時）、道内選出与党国会議員、
全漁連に対して中央要請を実施しました。
　そうした中で、各要請先に対して、現行の収入安定対策で支
援することができない漁業者の経営を底支えするための新たな
交付金制度の創設や令和3年度秋に発生した赤潮被害への対策
継続を要望しました。また、経済産業副大臣に対して、この
間、国により措置されたアルプス処理水に係る諸対策の継続とともに、先般の日中両政府の合意に基づい
て、水産物の輸出再開に向けて、関係機関が一体となって迅速に手続きを進めるよう強く求めました。
　これからも一層実効ある対策と必要な予算の確保がなされるよう、全道漁協系統をあげて取り組んでい
きます。

　令和3年度より開始した全道なみまるクリーンアップ作戦。
道内を10地区に分け、1年間に5地区の清掃活動を実施するも
ので、今年は5月から順次展開し、5月17日（土）に小樽地区、
5月23日（金）に釧勝地区で開催しました。
　今年度3回目となった胆振地区の活動では、苫小牧漁協の組
合員や役職員、ぎょれん職員も合わせ総勢92名が参加するな
か、苫小牧港周辺エリアを清掃し、約500㎏のごみを回収。そ
の多くがペットボトルなどのプラスチックごみでした。
　また、4回目となった北見地区の活動では、雄武漁協関係者
協力のもと、雄武漁港付近をおよそ50名で清掃活動を実施。1
時間ほどの活動で400㎏近いごみを回収しました。
　そして、5回目となった留萌地区では、北るもい漁協の組合
員や役職員のほか、地元行政関係者など57名が集まり、苫前漁
港周辺で清掃活動を行い、約200kgのごみを収集し、地元の産
廃処理業者に引き渡しました。
　今年度の活動は終了しましたが、来年度以降も海洋プラス
チックごみ問題に対する漁業者自身の手による具体的な取組と
して、清掃活動を中心に継続していていく予定です。

　7月8日（火）、留萌管内漁業協同組合長会（会長／北るもい漁
協・佐藤組合長、新星マリン漁協・山田組合長、増毛漁協・石
田組合長、遠別漁協・疊組合長）は、令和6年度の過去に類を
見ない規模のほたて貝の採苗不振を受け、漁業者の安定した種
苗確保と稚貝生産に対する今後の備えとしての対策が不可欠な
ことから、道水産林務部へ支援要請を実施しました。
　留萌管内においてほたての生産額は、全体の約2分の1を占め
る地域の基幹魚種となっていますが、昨年度は記録的な採苗不振に見舞われ、漁業経営に大きな影響が生
じることになりました。また、同管内で生産される稚貝は、全道各地のほたて生産地へ供給されているこ
とから、万が一、昨年度のような状況に再び陥った場合には、地域の漁業・漁協経営に壊滅的な被害を引
き起こすだけでなく、全道のほたて生産、さらには水産加工、流通に対しても甚大な影響を及ぼすことが
懸念されます。その為、この度の要請では今後も起こりえるほたての採苗不振に備え、①ほたての産卵メ
カニズムの調査研究とともに、海洋環境の変動に対応した種苗の開発と効率的な採苗技術の確立を図るこ
と、②漁業者が安定して種苗を確保し稚貝を生産するために、採苗機等の導入に対する支援を行うこと、
③採苗不振によって経営が悪化した漁業者に対する経営支援策の拡大強化を図ること、の3項目を道水産
林務部に対し強く訴えました。

「将来に繋ぐ北海道漁業の確立2.0」をテーマに
施策実現へ向け支援を訴えました

第3回・胆振地区、第4回・北見地区、
第5回・留萌地区で清掃活動を実施

留萌管内の4漁協が安定した種苗確保等への対策を
道へ要請しました

0103

02

留萌地区選出の浅野道議（左）も同行し、岡嶋水産
林務部長へ要請書を手交しました

滝波農林水産副大臣へ要請書を手渡しました

大串経済産業副大臣へ要請書を手渡しました

ぎょれんおさかなキャラクター「北海道おーしゃんず」が大阪・関西万博に登場！

　6月14日（土）、大阪府の夢
ゆめ

洲
しま

を舞台に開催中の2025年日
本国際博覧会（大阪・関西万博）において、北海道のおさかな
キャラクター「北海道おーしゃんず」がポップアップステージ
に登壇し、「北海道おさかなの歌」に合わせたダンスを披露する
とともに、道産の秋鮭、ほたて、昆布をはじめとした水産物の
魅力をＰＲしました。
　このイベントは国税庁、文化庁、農林水産省が連携して実施
している「食と暮らしの未来ウィーク（6月5日～16日）」の期
間中、日本の水産物や水産業の魅力を広く世界に発信すること
を目的に水産庁が主体となって実施したもので、ブース展示で
は現在の水産業をめぐる最新の動きや、未来に繋がる先進的な取組などを紹介し、日本の水産業及び水産
物の魅力を世界に発信したほか、ぎょれんや大日本水産会による各種ステージイベントでは、来場者が足
を止め、一緒に楽しんでいました。

北海道産水産物の魅力を多くの来場者へＰＲしました 04

ステージイベントで「北海道おさかなの歌」の曲に
合わせてダンスを披露した（左から）こんぶらこ、ホ
タテリオ、シャッケ船長

胆振地区は苫小牧漁協と共同で実施

北見地区は雄武漁協と共同で実施

留萌地区は北るもい漁協と共同で実施
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間違いは5つです。

※答えは13ページにあります。

間違い
さがし

※右と左の絵には、5ヵ所の異
なるところがあります。
　さあ、見つけてください。
　（印刷のズレや汚れは関係
ありません。）

ブレイクタイム Break Time

リストの言葉をマス目の中からタテ、ヨコ、ナナメの一直線に探し
ていきます。文字は逆方向から読んでも、他の言葉と重複して読ん
でもOK。すべて見つけた後、使われなかった文字をうまく並べか
えると答え（魚の名前）になります。

例　題

ア
キ
ア
ジ

ン
サ
ン
マ

ブ
リ
サ
イ

ア
キ
ア
ジ

コ
ア
バ
コ

ン
サ
ン
マ

ブ
リ
サ
イ

リ スト

□ アキアジ
□ コマイ
□ ブリ
□ サンマ
□ コンブ
□ アサリ

〈解答〉サバ

解き方

コ
ア
バ
コ

11 ｜ ｜ 10

家 族
物 語浜の

今月の

表紙に登場いただいたご家族を紹介いたします。

チトツキタカミ
ミユンサドスヒ
キサウカミルツ
ヨノコオビネウ
リガチトウヨキ
ワルハトイコラ
ツサクケセナア

シークワードクイズ
8月のテーマ
「湖」

どれにも使用しなかった文字を
うまく並べてください。

くわしい応募方法は、１３ページをご覧ください。
抽選で５名様に図書カードをプレゼントします。

　８月は「湖」がテーマです。北海道は噴火でできた陥没地に水がた
まったカルデラ湖も多いです。そのため、温泉もセットになっていますね。
　図の中で、たて、よこ、ななめの一直線に下のリストのキーワードが読
めるようになっています。
　どこにあてはまるか探してください。すべて探し終わったら、どれにも
使用しなかった文字をうまく並べかえてください。

□
□
□
□
□
□
□
□
□

〈ヒント〉特別天然記念物のマリモやベニザケの陸封型である
ヒメマスが生息してます。

□
□
□
□
□
□
□
□
□

イナワシロ（猪苗代湖/福島）
オクタマ（奥多摩湖/東京）
オケト（おけと湖/北海道）
カスミガウラ（霞ヶ浦/茨城）
カモ（加茂湖/新潟）
クツタラ（倶多楽湖/北海道）
サロマ（サロマ湖/北海道）
スワ（諏訪湖/長野）
タヌキ（田貫湖/静岡）

トウヤ（洞爺湖/北海道）
トワダ（十和田湖/青森）
ノトロ（能取湖/北海道）
ヒヨウ（瓢湖/新潟）
ビワ（琵琶湖/滋賀）
ポロシリ（幌尻湖/北海道）
マシユウ（摩周湖/北海道）
ヤサカ（弥栄湖/広島）
ヤマナカ（山中湖/山梨）

7月号の解答と当選者

ポロシリヤウト
アシダカトユカ
ロワモケナシカ
トナオクタマサ
ノイツヒロヌヤ
ンタヨサコワキ
ラウガミスカビ

解 答

リ ス ト

となります。

キビ
（小 樽 市）佐 藤 幸 子さん
（神恵内村）な べ 父 ち ゃ んさん
（函 館 市）福　澤　千都子さん
（八 雲 町）Y . D . Kさん
（札 幌 市）M A S Aさん



大漁
祈願！

公益社団法人 北海道海難防止・水難救済センター

ふとした油断が事故のもと 初心忘れず安全操業!

あ
ら
あ
ら
、気
づ
い
た
ら
夏
だ
っ
た
。耳
吊

り
も
早
く
終
わ
っ
て
し
ま
い
…
気
づ
け
ば

７
月
に
な
り
、チ
ガ
イ
取
り
が
始
ま
っ
て
い

た
。す
ぐ
お
盆
が
く
る
。あ
っ
つ
い
夏
は
ま

だ
ま
だ
終
わ
ら
な
い
ね
～

（
八
雲
町　

Ｙ
．Ｄ
．Ｋ
さ
ん
）

今
年
も
暑
い
で
す
ね
。孫
と
海
水
浴
が
楽

し
み
で
す
。夜
は
地
元
の
海
産
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ 

を
し
ま
す
。皆
さ
ん
も
こ
の
夏
を
満
喫
し
て

く
だ
さ
い
。

（
神
恵
内
村  

な
べ
父
ち
ゃ
ん
さ
ん  

73
歳
）

い
つ
も
思
う
の
で
す
が
、シ
ー
ク
ワ
ー
ド
ク

イ
ズ
の
係
の
方
、考
え
る
の
毎
回
大
変
で
す

ね
。電
車
路
線
た
く
さ
ん
あ
る
な
か
か
ら
選

び
抜
い
た
路
線
な
ん
で
す
ね
。今
ま
で
も
魚

や
川
と
か
色
々
あ
り
ま
し
た
が
、今
回
は
知

ら
な
い
路
線
で
こ
ん
な
名
前
も
あ
る
ん
だ

な
ー
と
つ
く
づ
く
感
心
し
ま
し
た
。

（
小
樽
市　

佐
藤
幸
子
さ
ん　

76
歳
）

(^^;)
(;^^)

編
集
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

皆
様
か
ら
の
お
便
り
、
写
真
、
イ

ラ
ス
ト
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

次
の
①
〜
③
を
明
記
の
上
、ご
応
募
く
だ
さ
い
。

抽
選
で
５
名
様
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

①
な
み
ま
る
お
た
よ
り
箱
へ
の
投
稿（
お
便
り
、

写
真
、イ
ラ
ス
ト
等
）や
、広
報
な
み
ま
る

く
ん
8
月
号
へ
の
感
想
・ご
意
見
な
ど（
※

１
５
０
字
程
度
ま
で
）

②
11
ペ
ー
ジ
の
シ
ー
ク
ワ
ー
ド
の
答
え

③
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

※「
な
み
ま
る
お
た
よ
り
箱
」に
は
①
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
方
の
個
人
情
報
は
、図
書
カ
ー
ド

進
呈
や
、お
便
り
、写
真
、イ
ラ
ス
ト
等
の
掲
載（
氏
名
、

年
齢
、市
町
村
名
）に
の
み
使
用
い
た
し
ま
す
。写
真
や

イ
ラ
ス
ト
は
、返
却
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

11ページの間違いさがしの答え 〈
宛
先
〉 

8
月
25
日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　（
郵
便
） 

〒
０
６
０
ー
０
０
０
３

札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西
７
丁
目
１
番
地

北
海
道
ぎ
ょ
れ
ん 

総
務
企
画
部 

広
報
担
当

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
） 

０
１
１
ー
２
４
２
ー
３
５
４
３

（
電
子
メ
ー
ル
） in

fo
@

g
yo

ren
.o

r.jp

みなさんのお便りでつくる
ページです。

なみまる

おたより箱

fr
om
 re

aders

編
集
後
記

6
月
末
に
開
催
さ
れ
た
「
サ
ロ
マ
湖

1
0
0
キ
ロ
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
」。最
高

気
温
31
・
8
度
と
今
年
も
暑
い
な
か
で
の
挑

戦
で
し
た
が
、無
事
に
完
走
で
き
ま
し
た
！

途
中
の
沿
道
で
応
援
し
て
下
さ
っ
た
地
元

の
方
々
、そ
し
て
後
半
の
辛
い
と
こ
ろ
で
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
下
さ
っ
た
常
呂
漁
協
の
皆

さ
ま
方
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。そ
れ
に
し
て
も
、こ
の
編
集
後
記
を
書
い

て
い
る
7
月
24
日

（
木
）は
、全
道
各

地
で
観
測
史
上
最

高
気
温
を
更
新
し

て
ま
す
。
昔
は
暑

さ
の
ピ
ー
ク
は
お

盆
だ
っ
た
の
に
、

北
海
道
ど
う
な
っ

て
し
ま
う
の
だ
ろ

う
？
と
心
配
に
な

り
ま
す
。	 （
古
村
）
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７月5日～6日の期間、「江差かも
め島まつり」が開催されました。祭
りは豊漁と漁の安全を祈願して、海
の守り神とされる高さ10メートルの
「瓶子岩」に500キロの大しめ縄の
取り付けから始まり、その勇壮な情
景は多くの来場者を魅了しました。
一方、奥尻島では７月中旬からきた
むらさきうにの水揚げが開始され、
前年並みの高単価でのスタートとな
りました。今後、順調に水揚げが続
き、秋漁に向けて浜が益々活気づく
ことを願っています。

春定置網漁で、漁期前半にまとま
りを見せた時鮭が、昨年累計を大き
く上回る実績となりました。この時
鮭が、秋の定置網漁への明るい兆し
になるのではと期待が高まっていま
す。一方、6月下旬より各地区で順
次始まった昆布漁は、7月より本格
化し、順調に採取日数を積み重ね、
干場には広げられた昆布が並べられ
ています。一日でも多く晴れの日が
続き、皆様が安全に操業できること
を願っています。

オホーツク地区も連日暑い日が続
いています。７月にはオホーツク
サーモンの姿が見え始め、ほたて漁
も日々操業を続けています。今月か
らほっき漁も解禁となり、順次水揚
げが開始される予定です。浜は夏漁
から秋漁へと1年で最も活気溢れる
時期を迎えます。安全な操業のも
と、益々の豊漁となることを心より
祈願しています。

6月20日から解禁となった噴火湾
地区の毛がに籠漁が7月9日で終漁
となりました。漁期中は時化がほと
んどなく、小サイズが主体の順調な
水揚げとなりました。一方、7月に
入り促成真昆布の生産が本格化し、
海岸沿いの町並みは昆布一色に彩ら
れています。第１回昆布入札会は前
年並みの上げ幅で高値がついていま
す。今期も良い価格で順調に販売さ
れていくことを期待しています。

棹前昆布漁が終了し、7月から成
昆布漁がスタートを切りました。7
月前半は、昨年同様に模様が悪く、
思うように出漁できない日々が続き
ましたが、今後は、天候に恵まれた
日々が続くことを願っています。春
定置網漁は、時鮭が昨年の約4倍の
水揚げとなっています。一方、棒受
網・旋網では、いわしの水揚げが続
いています。今後の豊漁への期待と
ともに安全操業を祈っています。

ようやく夏を感じられるようにな
り、利礼地区ではうに漁（がんぜ・
のな）が本格化、先月には天然昆布
漁が解禁されるなど、浜は賑わいを
見せています。オホーツク地区にお
いても8月末から9月初旬にかけて
秋鮭定置の網入が行われる予定であ
り、より一層の賑わいが期待されま
す。最盛期に向けて勢いづくなか、
今後も安全操業のもと、豊漁に恵ま
れることを祈念しています。

6月下旬より毛がにの籠漁が行わ
れています。噴火湾内での操業は7月
12日をもって終了し、同日より室蘭
から鵡川までの太平洋側の水揚げが
始まりました。一方、ほっき漁も解
禁され、浜は益々、活気と熱気に包
まれています。今後の豊漁に期待す
るとともに、生産者の皆様の安全な
操業を心より願っています。

うに漁は時化や資源量の減少によ
り昨年より上場が少なく、高値で推
移しています。一方で、刺網漁では
ほっけやひらめなどが水揚げされて
います。時化などで少量の水揚げで
したが、現在では徐々に数量を伸ば
してきています。また、7月から始
まったいか釣漁については、昨年よ
り水揚げ量が大幅に減り、サイズも
小型が主体となっています。今後は
気温も上がり夏本番となりますが、
皆様の健康と豊漁をご祈念していま
す。

６月末で貝殻棹前昆布操業が終漁
し、7月から「なが昆布」が解禁と
なり、出漁を重ねています。一方、
根室の味覚を代表する根室半島沿岸
の花咲かに籠漁が解禁となり、花咲
港では、７隻で５トンほどの水揚げ
と、去年の初日と比べると10倍以上
となりました。これから盛漁期を迎
えることから、豊漁と安全操業を祈
願しています。

夏を代表するうに、なまこ漁が本
格化し、水揚げも最盛期を迎えてい
ます。7月中旬からは、ほたて稚貝
の仮分散も始まっています。今年
はラーバの付着状況も良好で、今後
の作業も順調に進むことが期待され
ます。今年も高水温が予想されます
が、何事もなく作業が進むことを
願っています。夏本番を迎え、暑い
日が続きますが、皆様の安全操業と
豊漁を祈念しています。
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材料  4人分

じゃがいも………………………… ４個
砂糖………………………………少々
生鮭…………………………… 200ｇ
いんげん…………………………… 50ｇ
玉ねぎ…………………………… 1/2個
しいたけ…………………………4～5枚
油…………………………………適量
味噌………………………… 小さじ1

塩こしょう…………………………少々
小麦粉……………………………適量
卵………………………………… 1個
パン粉………………………………適量
レタス……………………………… ３枚
ミニトマト………………………… ８個
タルタルソース……………………適量
ソース………………………………適量

今回は「鮭のコロッケ」をご紹介します。

鮭の旨味とほくほくのじゃがいもが相性抜群！

是非、ソースやタルタルソースで召し上がれ。

作り方
❶皮をむいたじゃがいもを４等分に
切り、強火で5～6分ゆでて火が通
ったらボウルに移し、砂糖少々を
入れてマッシャーでつぶす。

❷鮭は皮を取って粗めのこま切れに
する。いんげんは輪切り、玉ねぎと
しいたけはみじん切りにする。

❸フライパンに油をひき②を強火で
5～6分炒め、隠し味で味噌を入れ
て塩こしょうをする。ボウルまたは
皿に移して冷ます。

❹冷ました具材とじゃがいもを混ぜ、
8等分にして小判型に形成したら
小麦粉・卵・パン粉の順につけて油
できつね色になるまで揚げる。

❺皿にレタス・ミニトマト・コロッケを
添えたら出来上がり。

＊お好みでタルタルソースやソース
をかけてください。

鮭の
コロッケ

浜のお母さん
レシピ

Fishery 
Mom’s 
Recipes

 八雲町漁協 

 久保 扶佐子さん 


